
公立大学法人    都留文科大学 

 

第 17回教育研究審議会 

 

議事概要 

開催日：平成 25年 1月 9日（水） 

場 所：本部棟 3階大会議室 

出席者：加藤祐三学長、高田理孝副学長、福田誠治副学長、椎廣行事務局長、大平栄子学長補佐 

清水雅彦学長補佐、田中昌弥学長補佐、阿毛久芳大学院研究科委員長、鶴田清司初等教育学科長 

新保祐司国文学科長、儀部直樹英文学科長、進藤兵社会学科長、大辻千恵子比較文化学科長 

杉本光司地域交流研究ｾﾝﾀｰ長、稲垣孝博外国語教育研究ｾﾝﾀｰ長、小林正人学生課長 

重原達也総務課長 

欠席者：田中一利理事 

 

■挨拶 

加藤祐三学長よりあいさつ 

 

議  事 

（1）社会学科専任教員（地域社会論）の採用について 

 ○担当より資料 1に基づき説明、審議の結果、事務局で人事資料の閲覧を 2週間行い 1/23の教育研究

審議会にて投票。 

    

（2）情報教育に関する特任教員（特任 B）採用について 

 ○担当より資料 2に基づき説明、審議の結果、事務局で人事資料を 2週間閲覧し 1/23の教育研究審議

会にて投票。 

       

（3）非常勤講師の担当コマの発議・提案について（国文学科） 

 ○新保国文学科長より資料 3-1・3-2に基づき説明、審議の結果、提案通り承認。 

・国語国文学と西洋史 

・漢文学概論 A、漢文学基礎演習 F 

    

（4）非常勤講師の担当コマの提案について（共通教育） 

 ○担当より資料 4-1・4-2に基づき説明、審議の結果、提案通り承認。 

  ・学校経営と学校図書館 A、学校経営と学校図書館 B 

  ・図書館サービス論 

   

（5）非常勤講師の公募について（比較文化学科） 

 ○担当より資料 5に基づき説明、審議の結果、次回の教育研究審議会までにどのように非常勤講師を採

用するか再度検討し再提案。 

  



（6）非常勤講師の授業担当科目の取消・更新について 

 ○担当より資料 6-1・6-2・6-3に基づき説明、審議の結果、資料 6-1.6-2に関しては提案通り承認。資

料 6-3については意見書の特殊事情を書き直し再提出。 
   

 資料 6-3意見書（特殊事情）の年齢に関する事項について 

 

（7）日本語に関する特任教員（特任 B）採用について 

 ○担当より資料 7に基づき説明、審議の結果、提案通り承認。 

 

（8）都留文科大学と昭和大学との連携に関する協定書について 

 ○担当より資料 8に基づき説明、審議の結果、提案通り承認。 

 ・連携推進会議はどのようなメンバーで行うかは、今後検討して決めていくことになる。調印式は昭和

大学の東京のキャンパスで 2/18（月）に行う。 

 

（9）学外研究員（社会学科）の取り下げについて（継続審議） 

○担当より再度学外研究員の取り下げについて説明があった。 


